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主な記事 contents
（
１
面
） 「
経
営
学
部
定
員
３
０
０
名
」

　
　
　

  

井
形
浩
治
学
部
長
に
聞
く

（
２
面
） 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

（
３
面
） 

大
樟
会
だ
よ
り

（
４
、５
面
） 

Z
E
M
I
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
決
定

（
６
面
） 

研
究
紹
介
・
創
立
80
周
年
記
念
講
演
会  

（
７
面
） 

黒
正
杯
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

（
８
面
）  「
17
歳
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
表
彰
式

　

德
永
光
俊
学
長
は
式
辞
と
し

て
「
卒
業
や
就
職
な
ど
の
目
標

と
『
目
的
』
は
異
な
る
。
人
生

の
目
的
と
は
何
か
を
今
後
一
人

井
形
浩
治
・
経
営
学
部
長
に
聞
く

2011年度春学期卒業式・学位授与式

　

２
０
１
１
年
度
春
学
期
の
大
阪
経
済
大
学
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
が
、
９
月
１６
日
午
前
１０

時
か
ら
、
Ｃ
館
３１
教
室
で
行
わ
れ
た
。
春
学
期
の
卒
業
生
は
、
経
済
学
部
３６
名
、
経
営
学
部

第
一
部
２２
名
・
第
二
部
４
名
、
経
営
情
報
学
部
１３
名
、
人
間
科
学
部
１０
名
、
大
学
院
経
営
学

研
究
科
５
名
の
計
９０
名
。
学
部
代
表
の
小
笠
原
一
平
さ
ん（
経
営
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
法
学
科
）と
、

研
究
科
代
表
の
成
瀬
俊
道
さ
ん（
経
営
学
研
究
科
）に
、
卒
業
証
書
・
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　

近
年
、
経
営
学
部
第
一
部
経
営

学
科
は
志
願
者
が
増
加
し
て
倍
率

が
高
く
な
り
、
入
学
が
難
し
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
経
営
学
部
で
は

２
０
１
２
年
度
入
試
か
ら
定
員
増

を
行
い
、
従
来
よ
り
８５
名
多
い
３

０
０
名
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
企
業
社
会
の
倫
理
で

は
解
決
で
き
な
い
大
き
な
課
題
が

明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
営
学

科
は
今
回
の
定
員
増
に
伴
い
、
そ

う
い
っ
た
喫
緊
の
重
要
課
題
も
含

め
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
役
立

つ
新
し
い
視
点
を
持
っ
た
人
材
を

育
て
た
い
。
そ
の
た
め
教
学
面
に

関
す
る
今
後
の
方
針
と
し
て
四
つ

の
柱
を
表
明
し
、
２
０
１
２
年
度

か
ら
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
の
柱
は
「
環
境
」
で
す
。

世
界
を
含
め
て
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
る
環
境
を
新
た
な
観
点
か
ら

捉
え
直
し
、
学
生
と
共
に
考
え
て

い
き
た
い
。
二
つ
目
は
「
国
際
」

で
す
。
経
済
発
展
が
著
し
い
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
ｓ（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ

ン
ド
、
中
国
）な
ど
に
関
す
る
、
国

際
経
営
の
さ
ら
な
る
可
能
性
や
リ

ス
ク
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
異

な
る
観
点
か
ら
追
究
し
て
い
き
た

い
。
三
つ
目
は
「
倫
理
」
で
す
。

今
後
は
企
業
ト
ッ
プ
の
倫
理
観
が

重
要
な
経
営
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
る

と
考
え
、
法
遵
守
を
超
え
る
倫
理

観
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
四
つ
目
は
「
再
生
」
で
す
。

企
業
は
利
益
を
生
み
出
す
だ
け
で

な
く
、
人
や
社
会
の
再
生
に
寄
与

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
雇
用
や
税
金
に
収
ま
ら

な
い
社
会
貢
献
を
模
索
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
第
二
部
経
営
学
科
で
は
、

従
来
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
再
編
成

し
た
新
し
い
履
修
モ
デ
ル
を
２
０

１
２
年
度
か
ら
導
入
し
ま
す
。
第

一
部
経
営
学
科
と
ビ
ジ
ネ
ス
法
学

科
で
は
、
す
で
に
２
０
１
１
年
度

か
ら
「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」「
税

法
会
計
」
と
い
う
二
つ
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
養
成
コ
ー
ス
を
新
設
し

て
い
ま
す
。
第
二
部
経
営
学
科
の

学
生
に
も
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
志
望
し
、
そ
の
た
め
に
は

何
を
集
中
し
て
学
べ
ば
よ
い
か
が

明
確
に
な
る
よ
う
、「
営
業
」「
経

理
」「
法
務
」「
企
画
」
と
い
っ
た

職
能
別
の
履
修
モ
デ
ル
を
提
供
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
履
修
モ
デ
ル
に

よ
り
第
二
部
の
学
生
が
、
志
望
業

界
、
志
望
部
署
、
志
望
職
能
を
選

択
し
、
よ
り
実
践
的
な
専
門
知

識
・
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

答
辞
を
述
べ
る
小
笠
原
さ
ん

経営学部での卒業証書授与 祝辞を述べる勝田理事長

2011年度大阪経済大学 卒業式・学位授与式を下記のとおり挙行いたします。
卒業式・学位授与式のご案内卒業式・学位授与式のご案内

【午前の部】
対象学部：経済学部、人間科学部、経済学研究科、人間科学研究科
場　　所：70周年記念館　フレアホール
日　　時：2012年3月13日（火）　9：30開場　10：00開式
【午後の部】
対象学部：経営学部、経営情報学部、経営学研究科、経営情報研究科
場　　所：70周年記念館　フレアホール
日　　時：2012年3月13日（火）　12：30開場　13：00開式

【お問い合わせ】
大阪経済大学　教学部　学務課
電話（06）6328-2431㈹
● 学生・保護者の方用の駐車場がありません。
車でのご来場はご遠慮ください。

● 収容人数の関係で、保護者の方は式場内へお
入りいただけないこともあります。あらかじ
めご了承ください。　なお、同館3階の教室に
おいて、式典の模様を同時放映いたします。

環
境
・
国
際
・
倫
理
・
再
生
を
柱
に

人
材
育
成
２
０
１
２
年
度
か
ら

経
営
学
部
定
員
３
０
０
名

決意の旅立ち
一歩ずつ前進

卒
業
証
書
を
授
与
す
る
德
永
学
長（
左
）

ひ
と
り
が
考
え
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
大
経
大
の
卒
業
生
で
あ
る

こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
初
代
学

長
・
黒
正
巌
博
士
の
言
葉
『
道

理
貫
天
地
』
を
胸
に
刻
み
、
道

理
と
は
何
か
に
つ
い
て
も
考
え

続
け
て
ほ
し
い
」
と
、
は
な
む

け
の
言
葉
を
贈
っ
た
。
続
い
て

勝
田
泰
久
理
事
長
が
「
社
会
で

出
会
う
困
難
や
ジ
レ
ン
マ
な
ど

を
跳
ね
返
し
、
厳
し
さ
に
耐
え

て
勝
ち
抜
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

健
康
に
留
意
し
、
自
分
の
良
さ

を
生
か
し
、
世
の
た
め
人
の
た

め
働
い
て
ほ
し
い
」
と
卒
業

生
・
修
了
生
を
激
励
。
卒
業
生

代
表
の
小
笠
原
さ
ん
が
「
大
経

大
で
学
ん
だ
こ
と
を
噛
み
し
め
、

社
会
で
も
積
極
的
に
挑
戦
し
、

一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
き
た
い
」

と
答
辞
を
述
べ
た
。

　

閉
式
後
は
各
学
部
・
研
究
科

の
教
室
に
分
か
れ
て
、
学
部

長
・
研
究
科
長
が
卒
業
生
・
修

了
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証

書
・
学
位
記
を
授
与
。
経
営
学

部
で
は
井
形
浩
治
学
部
長
が

「
ど
ん
な
厳
し
い
時
代
に
も
必
要

な
人
材
は
常
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
時
代
を
超
え
て
役
立
つ
人

材
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
・
研
究
科
の

卒
業
生
た
ち
を
送
り
出
し
た
。
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メッセージ＆エピソードを
募集（2次募集）しています！

大学院社会人入学試験（サテライトコース）【春季】
経営学研究科、経営情報研究科
試 験 日：2012年2月18日（土）
出願期間：2012年1月18日（水）～1月24日（火）※締切日消印有効
選考方法：口頭試問、小論文（専攻による）
学びのポイント：
　①仕事のリズムを崩さず、平日夜間と土曜日に開講
　②実務家を教員に招き、実践的理論を修得
　③学ぶ意欲にチャンスを。奨学金制度も充実

北浜キャンパス事務室（06-6231-1570）
2011年度より大学院の学費負担が大幅に軽減されました。
詳しくはwebで！http://kitahama-osaka-ue.jp

　2012年、大阪経済大学は創立80周年を迎えます。そこで、卒業生・在学
生の皆様から、「メッセージ」や「エピソード」などを広く募集していま
す。お寄せいただきましたメッセージやエピソードは本学ホームページな
どでご紹介させていただく予定です。皆様のご応募をお待ちしています。

■締め切り　2012年1月31日（火）
詳細は、同封の「応募用紙」とホームページをご覧ください。

　

ま
ず
午
前
１１
時
か
ら
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
Ｄ

館
３６
教
室
で
行
わ
れ
、
８０
周

年
記
念
事
業
委
員
会
の
北
村

實
幹
事
が
、「
今
回
は
、
大
学

と
大
樟
会
が
共
同
で
開
く
初

め
て
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
。
本
学
の
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
る
つ
な
が
る
力
を
体

現
す
る
行
事
と
し
て
ぜ
ひ
成

功
さ
せ
た
い
。
さ
ま
ざ
ま
な

出
会
い
・
再
会
が
あ
る
と
期

待
し
て
い
る
」
と
開
会
宣
言
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
学
歌

斉
唱
の
後
、
勝
田
泰
久
理
事

長
が
「
お
か
え
り
な
さ
い
」

と
会
場
の
同
窓
生
に
呼
び
か

　

２
０
１
１
年
度
の
大
樟
会（
同
窓
会
）総
会
と
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
が
１０
月
３０
日
、
午
前
１１
時
か
ら
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
。
今
回
は
大
樟
会
総
会
と
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
を
、
大
学
祭
「
大
樟
祭
」
の
日
程
に
合
わ
せ
て
同
時
開
催
。

た
く
さ
ん
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
恩
師
や
旧
友
と
の
再
会
を
楽
し

み
、
さ
ら
な
る
絆
を
深
め
た
。

　平素は、創立80周年記念事業に対し、
ご理解とご協力を賜り誠にありがとうご
ざいます。
　このたびの法改正により、2011年1月1
日以降のご寄付について、学校法人に対
する個人からの寄付の税額控除制度が導
入され、従来からの所得控除制度といず
れか一方の制度を選択し、適用を受ける
ことができるようになりました。税額控
除制度は従来の所得控除制度と比べて小
口のご寄付に対しての減税効果が高いこ
とが特徴でございます。詳細につきまし
ては、本学創立80周年記念事業ホームペ
ージをご覧ください。

　さて、前回のKEIDAI DAYSで皆様に
再度ご寄付のお願いをしたところ、多く
の方よりご厚志をお寄せいただき、この
３カ月間で募金総額の25％を超えるご寄
付を頂戴いたしました。改めて御礼申し
上げます。
　募金の対象事業は「新図書館建設」と
「学生のための学術･芸術･スポーツ振興基
金の創設」で、さらなる教育環境の充実
を目指すものでございます。
　何卒記念事業募金の趣旨をご理解いた
だきまして、格別のお力添えを賜ります
よう心よりお願い申し上げます。

創
立
80
周
年
記
念
事
業
募
金
に

ご
協
力
を

け
、「
８０
周
年
を
控
え
た
今
、

大
学
と
同
窓
会
が
一
体
と
な

っ
て
新
た
な
世
紀
に
向
か
っ

て
い
け
る
こ
と
は
心
強
く
嬉

し
い
。
今
後
も
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
大
学
の
発
展
の

た
め
尽
く
し
て
い
き
た
い
」

と
祝
辞
を
述
べ
、
本
学
の
運

営
・
教
学
面
の
現
状
に
つ
い

て
も
簡
単
に
説
明
し
た
。

　

続
い
て
德
永
光
俊
学
長
が
、

「
同
窓
会
の
協
力
で
初
め
て
の

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開

催
で
き
て
嬉
し
く
思
う
。
学

長
に
就
任
以
降
、『
ゼ
ミ
・

マ
ナ
ー
・
就
職
』
を
柱
に
教

育
の
質
を
高
め
、
社
会
に
発

信
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
き
た
。

ま
た
『
大
経
大
プ
ラ
イ
ド
』

と
い
う
形
で
母
校
へ
の
誇
り

を
育
て
る
こ
と
が
本
学
の
８０

〜
１
０
０
周
年
を
作
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
る
。
同
窓
生

の
皆
さ
ん
も
母
校
の
発
展
の

た
め
尽
く
し
て
ほ
し
い
」
と

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
の
大
樟
会
総
会
で

は
、
ま
ず
物
故
者
の
冥
福
を

祈
っ
て
黙
祷
を
行
い
、
続
い

て
佐
藤
武
司
同
窓
会
会
長
が

「
今
年
は
動
乱
の
１
年
と
な
っ

大樟会総会大樟会総会
ホームカミ

ングデー

た
。
地
球
全
体
が
厳
し
い
状

況
の
な
か
大
学
が
ど
う
生
き

残
っ
て
い
く
か
。
特
に
就
職

に
関
し
て
、
同
窓
会
と
し
て

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
考
え
て

欲
し
い
。
ま
た
８０
〜
１
０
０

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
に

向
け
た
募
金
活
動
に
も
、
さ

ら
な
る
応
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

そ
し
て
同
窓
会
に
対
し
て

長
年
尽
力
さ
れ
た
５
名
の
Ｏ

Ｂ
に
対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
、
小
野
茂
樹
氏（
前

愛
媛
支
部
長
）が
「
同
窓
生
や

大
学
と
深
く
関
わ
り
合
え
た

こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。
同

窓
会
と
大
学
の
さ
ら
な
る
発

展
を
念
じ
ま
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
た
。

　

続
く
記
念
講
演
会
で
は
、

大
阪
で
主
に
韓
国
か
ら
の
ツ

ア
ー
を
扱
う
旅
行
会
社（
株
式

会
社
リ
ン
カ
イ
）を
経
営
し
、

VISIT JAPAN

大
使（
国
土
交

通
省
）で
も
あ
る
李
容
淑

（
イ
・
ヨ
ン
ス
）さ
ん
が
「
外

北
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
入
試
情
報

卒業生
在学生

からの

ホームカミ
ン

ホームカミ
ン

大樟祭開催大樟祭開催大樟祭開催大樟祭開催大樟祭開催

国
人
か
ら
見
た
日
本
文
化
の

再
発
見
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
。
日
本
に
お
け
る
韓
流

ブ
ー
ム
と
同
様
に
韓
国
に
お

い
て
日
流
ブ
ー
ム
が
起
き
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
韓
国
人

が
強
く
惹
か
れ
る
日
本
の
魅

力
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
て
解
説
し
た
。

　

そ
の
後
、
午
後
１
時
半
か

ら
は
学
生
会
館
２
階
多
目
的

室
で
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
恒
例
の
鏡
開
き
に

続
く
乾
杯
で
、
卒
業
生
同
士

の
和
や
か
な
歓
談
が
始
ま
っ

た
。
今
回
は
バ
ン
ド
演
奏
な

ど
例
年
と
異
な
る
趣
向
も
あ

り
、
ま
た
若
い
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ

の
姿
も
会
場
に
多
く
見
ら
れ

る
な
ど
新
鮮
な
雰
囲
気
と
な

り
、
支
部
長
代
理
と
し
て
初

め
て
富
山
県
か
ら
参
加
し
た

と
い
う
男
性
は
「
明
る
く
て

良
い
大
学
に
な
っ
た
と
思

う
」。
写
真
部
Ｏ
Ｂ
だ
と
い
う

男
性
は
「
大
学
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
創
ら
れ
た

り
し
て
現
代
的
に
な
っ
た
」。

毎
年
参
加
し
て
い
る
と
い
う

昭
和
３２
年
卒
の
男
性
は
「
今

回
は
大
学
と
同
窓
会
の
一
体

感
が
あ
っ
て
良
い
」。
１５
年
ぶ

り
に
大
学
に
来
た
と
い
う
平

成
８
年
卒
業
の
若
い
男
性
た

ち
は
「
久
し
ぶ
り
に
大
学
の

雰
囲
気
が
味
わ
え
て
楽
し
か

っ
た
。
こ
れ
を
機
に
ま
た
集

ま
り
た
い
」
な
ど
と
感
想
を

語
り
、
大
学
時
代
の
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

同時開催
祝
辞
を
述
べ
る
勝
田
理
事
長

挨
拶
す
る
佐
藤
同
窓
会
会
長

日
本
の
魅
力
に
つ
い
て
語
る
李
さ
ん

Ｏ
Ｂ
に
よ
る
三
三
七
拍
子

交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
る
德
永
学
長

オープニングセレモニーで学歌斉唱

創立80周年記念
事業募金状況報告
（2011.11月末現在）

新図書館 指定なし 奨学基金 合計

区分 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円）

合計 658 58,331,232 289 42,841,550 246 21,358,200 1193 122,530,982

※指定なし：新図書館へ使用する旨、募金趣意書に記載済み 達成率 15.3%

絆深めるつながる力 へ
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　10月の支部総会で、豊中支部長に選出されまし
た植田富雄でございます。前支部長と同様によろ
しくお願いいたします。私自身、ついに支部長の
順番が回ってきたかと思うと、嬉しさと憂いが交
じり、責任の重さを痛感しています。当支部の会
員様のご指導とご協力を切にお願いいたします。
　当支部は今年28年目を迎え、私は8代目の支部
長となります。ご存知の通り当支部の活動は例年
通りいろいろあります。まず3月の麻雀大会から
始まり、4月の春ハイキング、5月新緑のゴルフコ
ンペ、6月カラオケ大会、7月ボーリング、8月役
員会、9月読書会、10月支部総会と秋のゴルフコ
ンペ、11月秋のハイキングなど1年間を通じて活
動をしており、先輩、後輩、同期生の方々が一緒
になって親睦を深めております。
　豊中市内在住の卒業生の皆さん、大阪経済大学
の同窓生という“縁”でぜひとも豊中支部の諸活動
にご参加ください。お待ち申しあげます。

　大阪府北部に位置し、これまで支部がなかった
大阪府箕面市・豊能郡地区に支部設立の機運が高
まり、箕面市立市民会館（グリーンホール）で11月
5日、箕面市から11名、同窓会本部から1名の計12
名が集まり、支部設立発起人会が開かれた。
　出席者の年代は14回から68回までと幅広いだけ
に、設立の是非を問うなど内容の濃い会議になっ
た。最後は全員一致で設立に同意、設立総会に向
け動きだした。
 ○当日の出席者（敬称略）
  苗代壽子（14回）、佐々木美智子（14回）、富山
茂樹（19回）、逸見学（26回）、穏地前吉治（26
回）、田辺捨夫（26回）、木谷正雄（31回）、雑
賀保洋（33回）、浅川正行（39回）、西川道広
（54回）、吉仲美智子（68回）

 ○新役員候補者として3名の方が全員一致で選
出された。

  支部設立実行委員長　木谷正雄氏（31回）
  ＊支部設立後支部長
  事務局長　雑賀保洋氏（33回）
  会　　計　吉仲美智子氏（68回）

●第1回総会は来年2月に
　木谷実行委員長は、「箕面・豊能地区には支部設
立を期待されている卒業生が多くおられ、これか
ら楽しみである」と活動の意義と今後の抱負を述
べ、第１回支部総会は来年2月中旬ごろ開催した
いと語った。続いて全員で写真撮影、今後の支部
発展を確認し閉会した。
　　　　（同窓会事務局次長　梶村　貞男＝37回）

　新支部長就任のご挨拶とのご依頼を受けました
が、まずは27年ぶりに東播磨支部が、11月26日
の再興総会（於、加古川プラザホテル）で無事承認
されましたことをご報告いたします。また、この
日の再興には同窓会本部事務局やOBの方々より多
大なご支援をいただきましたことに、紙面をお借
りし厚くお礼申し上げます。
　さてご挨拶ですが、7月にできた再興発起人会
の一人として参加した経緯もあり、また身長がメ
ンバーの中で一番高かったこともあったのか偶然
に選ばれた次第で、総会を終え改めて歴史を繋げ
る大切な支部長の重責に、身の引き締まる思いを
強くしております。
　これからは、先輩諸氏のご指導をいただき大樟
会の伝統と精神を学び、一歩一歩の前進になるか
と思いますが、素晴らしい同窓の仲間と一緒に13
名の役員が一致協力し支部再興にあたりますので、
よろしくお願いします。

　

１
０
０
名
を
超
す
Ｏ
Ｂ
、

大
学
か
ら
德
永
光
俊
学
長
、

宋
仁
守
学
生
委
員
長
、
河
井

保
雄
学
生
部
長
、
望
月
久
義

学
生
部
課
長
、
柔
道
部
部
長

の
大
橋
範
雄
教
授
、
同
窓
会

「
大
樟
会
」
か
ら
梶
村
貞
男
事

務
局
長
、
平
田
義
行
広
報
部

長
ら
が
出
席
し
た
。

　

全
員
起
立
の
中
、
下
垣
会

長
の
先
導
で
入
場
さ
れ
た
西

岡
師
範
は
８６
歳
と
は
見
え
ぬ

　

大
阪
経
済
大
学
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会（
下
垣
恒
彦
会
長
）は
、

五
十
数
年
に
わ
た
り
柔
道
部
を
指
導
さ
れ
て
き
た
西
岡

弘
師
範（
講
道
館
９
段
）が
４
月
に
勇
退
さ
れ
た
の
を
受

け
、
お
礼
を
込
め
た
謝
恩
会
を
１１
月
２０
日
、
ヒ
ル
ト
ン

大
阪（
大
阪
市
北
区
）で
行
っ
た
。

柔道部柔道部
OB会OB会

五
十
数
年　

３
５
０
名
指
導

　
　
　

西
岡
弘
師
範
を
囲
み
謝
恩
会

東播磨支部27年ぶり
復活しました
新支部長　西川　嘉紀（33回）

豊中支部長に
選出されました
植田　富雄（38回）

盛
り
上
が
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー

優しい笑顔を見せる西岡師範（中央）

謝恩会出席の皆さん

大阪府箕面市・豊能郡に新支部
設立発起人会を開催

　

１１
月
１２
日
、
創
部
５０
周
年

を
迎
え
た
合
氣
道
部
が
記
念

式
典
及
び
合
氣
道
演
武
会
を

本
学
で
開
催
し
た
。
出
席
者

は
全
国
か
ら
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が

１７
名
、
現
役
部
員
１７
名
に
京

都
大
学
、
関
西
大
学
、
龍
谷

大
学
、
京
都
産
業
大
学
、
和

歌
山
大
学
各
合
気
道
部
が
賛

助
演
武
に
駆
け
つ
け
、
総
勢

７０
名
を
超
え
た
。

　

合
氣
道
部
は
１
９
６
１
年

ま
さ
に
威
風
堂
々
、
柔
術
家

と
し
て
の
風
格
は
い
さ
さ
か

も
衰
え
ら
れ
な
い
。
下
垣
会

長
は
「
柔
道
一
筋
に
半
世
紀

に
及
ぶ
ご
指
導
に
お
世
話
に

な
っ
た
Ｏ
Ｂ
が
一
堂
に
集
ま

り
ま
し
た
。
数
々
の
思
い
出

の
中
で
も
昭
和
３８
年
、
関
西

柔
道
選
手
権
で
上
位
６
校
に

入
り
全
国
大
会
出
場
と
い
う

快
挙
を
と
げ
ま
し
た
。
そ
の

後
も
師
範
の
ご
指
導
と
伝
統

を
受
け
強
豪
校
と
し
て
活
躍

し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
心
か

ら
謝
辞
を
述
べ
た
。
德
永
学

長
は
「
師
範
に
は
以
前
『
雲

外
蒼
天
』
と
書
い
た
色
紙
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

困
難
を
乗
り
越
え
努
力
を
す

れ
ば
そ
の
先
は
青
い
空
が
見

え
る
、
と
い
う
意
味
で
、
師

範
は
講
道
館
９
段
に
な
ら
れ

技
、
見
識
、
人
物
と
も
ま
さ

に
『
雲
外
蒼
天
』
の
道
を
歩

ま
れ
ま
し
た
。
大
経
大
に
と

っ
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
」
と
述
べ
た
。
次
い
で
大

橋
部
長
が
謝
辞
を
述
べ
、
吉

田
文
雄
Ｏ
Ｂ
会
相
談
役
が
高

ら
か
に
乾
杯
を
発
声
、
会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
一
気
に
盛

り
上
が
っ
た
。
師
を
囲
ん
で

テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
記
念
撮
影

は
、
皆
さ
ん
少
年
の
よ
う
に

目
を
輝
か
せ
手
を
取
り
、
肩

を
抱
き
合
っ
て
旧
交
を
温
め

て
い
た
。

　

宴
半
ば
、
児
玉
道
憲
・
小

林
肇
両
先
輩
、
安
田
大
現
監

督
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の

思
い
出
を
語
り
、
師
範
も
こ

れ
に
は
笑
い
、
う
な
ず
く
場

面
も
。
佐
々
栄
治
副
会
長
が

「
一
口
に
５０
年
と
い
っ
て
も
人

知
れ
ぬ
ご
苦
労
に
並
々
な
ら

ぬ
努
力
を
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
間
、
３
５
０
名
の

部
員
が
師
の
稽
古
を
受
け
ま

し
た
。
代
表
し
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

最
後
に
西
岡
師
範
が
「
昭

和
２４
年
、
５
段
を
も
ら
っ
た

が
も
っ
と
も
っ
と
強
く
な
り

た
く
て
講
道
館
へ
自
費
で
行

っ
た
。
全
国
か
ら
来
て
い
る

高
段
者
の
稽
古
は
熱
気
が
も

の
す
ご
く
顔
も
見
ら
れ
な
い

ぐ
ら
い
で
し
た
。
私
は
も
と

も
と
近
畿
大
学
に
籍
が
あ
り

ま
し
た
が
、
昭
和
３６
年
頃
萩

原
元
監
督
の
お
誘
い
で
大
経

大
に
来
ま
し
た
。
バ
ラ
ッ
ク

建
て
の
校
舎
に
汚
い
ド
ブ
川
、

稽
古
の
畳
も
上
げ
下
げ
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
内
心
え
ら
い

所
に
来
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
受
け
た
以
上
必
死
で

指
導
に
明
け
暮
れ
、
合
宿
も

全
国
５０
回
は
い
っ
た
で
し
ょ

う
。
大
阪
経
済
大
の
５０
年
間
、

事
故
や
ケ
ガ
が
な
か
っ
た
こ

と
に
満
足
し
て
い
ま
す
」
と

お
礼
を
述
べ
ら
れ
た
。
内
田

正
副
会
長
が
「
師
範
は
雲
の

上
に
仰
ぎ
見
る
方
で
し
た
。

長
い
ご
指
導
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
大
経
大
柔
道
部
名
誉
師
範

と
し
て
の
ご
指
導
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
締
め
ら
れ
た
。

　

最
後
に
全
員
で
歌
っ
た
柔

道
部
遠
征
歌
は
、
稽
古
に
明

け
暮
れ
遠
征
に
苦
し
み
な
が

ら
も
柔
道
を
愛
す
る
も
の
だ

け
が
許
さ
れ
る
歓
喜
の
熱
唱

に
、
西
岡
師
範
は
う
な
ず
く

よ
う
に
優
し
い
笑
顔
で
聴
い

て
お
ら
れ
た
。

（
広
報
部
長　

平
田　

義
行
）

（
昭
和
３６
年
）、
古
谷
貞
雄
氏

（
２８
回
）の
尽
力
で
当
時
の
運

動
総
部
の
総
会
で
同
好
会
結

成
が
認
め
ら
れ
ス
タ
ー
ト
し

た
。
以
来
、
現
在
に
至
る
５０

年
間
、
歴
代
部
員
の
連
綿
た

る
努
力
が
続
き
今
回
の
記
念

日
を
迎
え
た
。
式
典
で
は
山

下
諒
・
第
５０
代
主
将
以
下
の

現
役
幹
部
が
紹
介
さ
れ
、
井

上
副
主
将
が
司
会
を
務
め
た
。

　

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
を
代
表
し

て
浜
田
修
造
会
長（
３４
回
）が

「
関
係
者
の
ご
努
力
で
立
派
な

式
典
を
開
く
こ
と
が
で
き
た

こ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま

た
氣
流
会
の
記
念
誌
も
無
事

発
行
で
き
ま
し
た
。
今
日
欠

席
の
方
で
も
連
絡
の
取
れ
る

方
に
は
送
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
会
の
組
織
を
皆
さ
ま
の
ご

協
力
で
し
っ
か
り
作
っ
て
い

き
た
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、

浜
田
会
長
か
ら
広
報
幹
事
に

今
西
健
二
監
督（
３５
回
）、
会

計
幹
事
に
佐
藤
信
次
助
監
督

（
４８
回
）の
お
二
人
を
推
薦
さ

れ
、
全
員
か
ら
信
任
さ
れ
た
。

　

記
念
演
武
大
会
で
は
現
役

生
の
演
武
に
続
き
、
各
大
学

の
迫
力
あ
る
賛
助
演
武
が

次
々
披
露
さ
れ
会
場
を
圧
倒

し
た
。
演
武
の
圧
巻
は
当
部

創
始
者
の
古
谷
貞
雄
氏
、
次

い
で
古
川
良
平
師
範
が
披
露
、

最
後
は
山
下
主
将
の
演
武
で

締
め
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍

手
を
受
け
た
。

　

夕
方
か
ら
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
古
谷
氏
が
「
人
生
の
歴

史
を
語
っ
て
く
れ
る
の
が
合

氣
道
で
す
。
一
歩
一
歩
進
ん

で
き
た
の
が
５０
年
。
今
の
４

回
生
が
私
の
歳
に
な
る
と
当

部
は
１
０
０
周
年
に
な
り
ま

す
」
と
激
励
。
大
樟
体
育
会

の
下
垣
恒
彦
会
長
は
「
見
事

な
演
武
を
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
体
育
会
系
は

３４
ク
ラ
ブ
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
大
学
の
考
え
方
も

変
化
し
て
い
ま
す
。
合
氣
道

部
さ
ん
も
各
ク
ラ
ブ
と
連
携

し
て
後
輩
た
ち
の
た
め
に
汗

を
か
き
ま
し
ょ
う
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。
高
橋
良
影
氏

（
３２
回
）の
乾
杯
発
声
で
５０
年

を
祝
う
先
輩
・
現
役
の
喜
び

が
会
場
一
杯
に
広
が
っ
た
。

（
広
報
部
長　

平
田　

義
行
）

合
氣
道
部
創
部
50
周
年

　
　

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
「
氣
流
会
」
が
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　

近
隣
５
大
学
が
賛
助
演
武

　

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
「
経
稜
会
」

（
古
久
保
晴
男
会
長
＝
３１
回
）

は
、
山
岳
部
創
設
６５
周
年
・

大
阪
経
済
大
学
白
馬
ヒ
ュ
ッ

テ
設
立
５０
周
年
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
を
９
月
１７
日
、
ホ
テ
ル

阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（
大
阪
市
北
区
）で
Ｏ
Ｂ
３３
名
、

大
学
関
係
者
、
ワ
ン
ダ
ー
フ

ォ
ー
ゲ
ル
部
Ｏ
Ｂ
な
ど
１０
名

出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
し

た
。

　

１
９
４
６
年
に
創
設
さ
れ

た
山
岳
部
は
、
半
世
紀
以
上

に
及
び
多
く
の
岳
友
を
育
て

て
き
た
。
一
方
、
６１
年
に
長

野
県
小
谷
村
に
建
設
さ
れ
た

白
馬
ヒ
ュ
ッ
テ
は
部
の
歴
史

と
と
も
に
歩
み
、
山
を
愛
す

る
全
て
の
人
々
に
感
動
を
与

え
、
母
校
の
名
声
を
大
き
く

上
げ
た
。

　

式
典
は
経
稜
会
副
会
長
の

村
手
勉
氏（
４１
回
）の
司
会
で

始
ま
り
遭
難
者
、
物
故
者
へ

の
黙
祷
後
、
元
大
阪
経
済
大

学
教
授
・
山
小
屋
建
設
委
員

長
の
古
久
保
五
郎
先
生
の
ご

子
息
で
Ｏ
Ｂ
会
長
の
古
久
保

晴
男
氏
が
あ
い
さ
つ
。「
白
馬

ヒ
ュ
ッ
テ
５０
周
年
を
経
て
会

長
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
父

と
の
巡
り
合
わ
せ
を
感
じ
ま

す
。
私
は
山
岳
部
に
入
る
と

す
ぐ
に
山
小
屋
建
設
が
始
ま

り
、
現
地
に
入
っ
て
は
荷
揚

げ
の
毎
日
で
し
た
。
ま
た
山

岳
部
は
台
湾
雪
山
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
マ
ッ
キ
ン
レ

ー
な
ど
の
海
外
遠
征
も
し
ま

し
た
。
多
く
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
き
た
６５
年
間
、
こ
れ

か
ら
も
こ
の
絆
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

次
い
で
大
樟
体
育
会
の
下
垣

恒
彦
会
長
、
大
学
か
ら
河
井

保
雄
学
生
部
長
、
北
川
健
管

財
課
長
が
祝
意
を
述
べ
た
。

　

乾
杯
は
元
山
岳
部
顧
問
の

故
大
槻
弘
先
生
の
文
子
夫
人

が
「
節
目
の
年
に
招
か
れ
感

謝
し
ま
す
。
本
当
に
懐
か
し

い
」
と
盃
を
上
げ
ら
れ
、
宴

は
一
気
に
盛
り
上
が
っ
た
。

宴
半
ば
、
会
員
の
思
い
出
話

や
近
況
報
告
が
始
ま
る
と
皆

さ
ん
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
さ

れ
た
よ
う
で
、
話
の
折
々
に

山
男
の
優
し
さ
が
伝
わ
っ
た
。

　

式
典
に
は
部
の
史
実
と
豊

富
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
記

念
誌
「
山
岳
部
の
歩
み
」
が

配
ら
れ
た
。
６
年
の
歳
月
を

か
け
編
纂
、
こ
の
ほ
ど
発
行

さ
れ
た
も
の
。
さ
ら
に
貴
重

な
資
料
や
旗
、
大
き
な
写
真

が
並
べ
ら
れ
、
６５
年
の
歴
史

が
一
堂
に
展
示
さ
れ
た
。

　

最
後
に
式
典
の
実
行
委
員

長
で
記
念
誌
の
編
集
を
担
当

さ
れ
た
山
下
辰
次
氏（
２９
回
）

が
「
山
岳
部
は
現
在
部
員
が

お
ら
ず
休
部
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で

一
日
も
早
く
復
活
、
活
動
を

再
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
結
ば
れ
、
再
会
の
願
い
を

込
め
た
山
岳
部
の
部
歌
が
会

場
内
に
大
き
く
響
い
た
。

（
広
報
部
長　

平
田　

義
行
）

部
員
を
集
め
、
再
び
活
動
を

　

山
岳
部
創
部
65
周
年
記
念
式
典
・
白
馬
ヒ
ュ
ッ
テ
設
立
50
周
年

大樟会だより大樟会だより

気
迫
に
満
ち
た
演
武
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8/21
OPEN CAMPUS　step 3
　保護者対象説明会、学部・学科説明会、学生によ
る学部紹介やキャンパスツアーなどを行いました。

10/23
OPEN CAMPUS　step 4
　2011年度最後のオープンキャンパス。朝から多く
の受験生、保護者に来場いただきました。指定校推
薦、商業科・工業科・総合学科推薦を２週間後に、
公募推薦を１カ月後に控え、参加者は真剣な眼差し
で入試対策講座に取り組んでいました。

10/22
冨永愛氏トークショー
「輝いて生きるために大切なこと
　　　　　～ヘコんだって大丈夫！～」
　高校生、本学の学生が202名参加しました。冨永氏
のモデル業や日常生活などの幅広い話を聞くことが
できました。

11/2
帰宅困難者訓練に参加

　大阪市危機管理室によります「大阪駅周辺での帰
宅困難者対策訓練」に本学の学生4名、職員8名が参
加しました。当日は大阪市内で地震が発生したとの
想定で、徒歩やバス輸送での災害時の帰宅訓練に参
加しました。

11/12
経営・ビジネス法情報センター
企業セミナー2011
　田中総研代表・田中雅子氏によるセミナー「日本
一の『実行力』部隊　ユニクロ流『巻き込み仕事術』」
が開催されました。

11/12・19
黒正塾第9回秋季学術講演会
11月12日　慶應義塾大学　文学部
　　　　　教授　山本英史氏
テ ー マ　「北京：民族の歴史から見た中国の首都」
11月19日　立教大学　社会学部
　　　　　教授　阿部珠理氏
テ ー マ　「アメリカ先住民は蘇れるか
　　　　　－ラコタ・スー族の経済・社会・
　　　　　　　　　　　教育開発をめぐって－」

9/26～10/27
マナーアップ活動に同窓生が協力
　本学で実施しているマナーアップキャンペーンに、
大樟体育会、同窓会北大阪支部の皆様がご協力くだ
さいました。 天候にも恵まれ、たくさんの学生、教
職員、OBが一体となって活動に励みました。 近年、
多数の学生にご参加いただいておりますが、今回は
同窓生の皆様にもご参加いただき、マナーアップの
輪が着実に広がっていることを実感しました。

　１０月１１日、「２０１１年度第２回　課外活動表彰式」
がＣ館前にて行われました。 顕著な活躍をし、本
学の名誉に貢献した事を称え、理事長、学長、同
窓会事務局長から励ましの言葉がおくられました。 
また、受賞者が今後の決意を表明しました。 表彰
された学生の皆さん、おめでとうございます。表
彰者および表彰実績は右のとおりです。

江島由裕ゼミ「江島 noodle」が

徹
底
調
査

審
査
員
「
真
剣
な
姿
頼
も
し
い
」

2011年度
第2回課外活動表彰式

ハンド
ボール部

全日本学生ハンドボール選手権大会出場
（26年連続）

茶道部 留学生、保護者懇談会点出し

植田真伍

兵庫県民体育大会バドミントン競技
一般男子ダブルス優勝

国民体育大会バドミントン競技兵庫県代表選考会
一般男子ダブルス優勝

山本拓哉 関西学生ボクシングリーグ戦敢闘賞

羽室賢一 西日本学生拳法個人選手権大会
男子初段弐段の部第3位

加治剛 ひったくり事件解決への協力

木村智久 ひったくり事件解決への協力

中西灯 全国大学対抗簿記大会優勝

中島陵太 全日本大学剣道選手権大会BEST16

大脇隆寛 第3回関西学生空手道オープントーナメント
優勝

玉置大 第3回関西学生空手道オープントーナメント
準優勝

松田有生 第3回関西学生空手道オープントーナメント
第3位

　

予
選
は
Ａ
〜
Ｆ
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
１
位
と
な
っ
た
６
チ

ー
ム
と
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
２
位

で
敗
者
復
活
戦
に
お
い
て
１

位
と
な
っ
た
２
チ
ー
ム
、
計

８
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
に
進
出
。

細
川
大
輔
ゼ
ミ
の
「
チ
ー
ム

Ｓ
Ｎ
Ｓ
」、
德
永
光
俊
ゼ
ミ
の

「
德
ち
ゃ
ん
亭
・
せ
ん
べ
い

屋
さ
ん
」、
江
島
由
裕
ゼ
ミ
の

「
江
島 noodle

」、「
Ｋ
・
Ｋ
・
ド

　第２回ＺＥＭＩ-１グ
ランプリ（運営／学

生実行委員会）

が１０月２９日、Ａ館
２～５階の各教室

で開催された。

午前９時半に開会
式が行われ、その

後、午前１０時か

ら予選が、午後１
時１０分から敗者復

活戦が、午後２

時４０分からは決勝
戦が行われた。審

査基準は、情報

収集力・論理性・
着眼点・プレゼン

力・質問対応力

の５項目。発表時
間は予選・決勝戦

とも各チーム１０

分で、その後の質
疑応答が５分。発

表時間が１０分を

超えた場合は減点
となった。

ー
ナ
ツ
」、「select

」、
草
薙

信
照
ゼ
ミ
の
「Love & 

Peace!!

」、
そ
し
て
敗
者
復

活
戦
で
よ
み
が
え
っ
た
服
部

圭
介
ゼ
ミ
の
「
チ
ー
ム
ハ
ッ

ト
リ
君
」、
藤
原
忠
毅
ゼ
ミ
の

「
電
気
自
動
車
の
可
能
性
」
が

熱
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
披
露
。
審
査
員

の
鋭
い
質
問
に
も
、
自
信
を

持
っ
て
堂
々
と
、
あ
る
い
は

戸
惑
い
な
が
ら
も
一
生
懸
命

に
答
え
る
学
生
た
ち
の
姿
が

印
象
的
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
２５
名
の
審
査
員

（
企
業
か
ら
１７
名
、
高
校
教
諭

３
名
、
本
学
教
員
５
名
）に
よ

る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
第

１
位
に
は
江
島
由
裕
ゼ
ミ
の

「
江
島 noodle

」
が
、
第
２

位
に
は
藤
原
忠
毅
ゼ
ミ
の

「
電
気
自
動
車
の
可
能
性
」

が
、
第
３
位
に
は
服
部
圭
介

ゼ
ミ
の
「
チ
ー
ム
ハ
ッ
ト
リ

君
」
が
選
ば
れ
た
。

　

表
彰
式
で
は
ま
ず
審
査
員

を
代
表
し
て
株
式
会
社
ジ
ョ

ブ
ア
シ
ス
ト
の
杉
崎
勝
氏
が

「
世
の
中
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
勉
強
し
て
い
る

姿
が
頼
も
し
か
っ
た
。

今
後
も
さ
ら
に
自
分
自
身

を
掘
り
下
げ
て
、
卒
業
後
の

厳
し
い
社
会
を
歩
ん
で
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
講
評
。
表
彰

式
で
は
德
永
光
俊
学
長
が
、

表
彰
状
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
副

賞
の
賞
金
な
ど
を
手
渡
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
が
受
賞
の
喜
び
を
感
激
の

面
持
ち
で
語
っ
て
い
た
。
そ

し
て
閉
会
式
で
は
実
行
委
員

長
の
丸
山
真
平
さ
ん（
経
済
学

部
３
年
）が
「
自
主
的
に
行
動

す
る
こ
と
を
楽
し
い
と
思
え

る
よ
う
な
ゼ
ミ
大
会
を
め
ざ

し
た
。
大
会
の
運
営
に
携
わ

れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」

と
挨
拶
。
德
永
学
長
が
「
素

晴
ら
し
い
内
容
の
ゼ
ミ
大
会

だ
っ
た
。
発
表
者
・
受
賞
者

の
皆
さ
ん
は
、
大
経
大
に
お

け
る
今
日
の
感
動
を
誇
り
に

思
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
、

８
時
間
以
上
に
及
ん
だ
第
２

回
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ
ン
プ

リ
が
閉
会
し
た
。

江島noodle

作戦を練る出場者

チームSNS 司会を務めた
実行委員

電気自動車
の可能性

ラ
ー
メ
ン

行
列
店
を

第1位　「江島 noodle」　江島由裕ゼミ
テーマ／「ラーメンガール」行列のできる
　　　　　ラーメン店の可能性とは?

　いつも行列ができている1軒のラーメン店に
密着。1週間の全営業時間を徹底調査して、行
列の実態を分析。バーのような空間づくりやき
め細かい接客により、店側のこだわりと信念が
客に伝わり信頼感が生まれていると結論づけた。

「昨年の西日本インカレで本学チームの活躍を
見て感動。僕も来年は出場したいと思い頑張り
ました！」

第２位　「電気自動車の可能性」　藤原忠毅ゼミ
テーマ／電気自動車の可能性

　どうすれば電気自動車が普及するのか。電気
自動車の利点・課題点・今後の可能性について
調査・分析。価格を下げること、そして自らエ
ネルギーを「作る・貯める・使う」という自給
自足型エネルギー社会を提案した。

「1年がかりの準備でプレゼンに臨んだ。受賞
は先生のサポートのおかげ。良い経験になりま
した」

第３位　「チームハットリ君」　服部圭介ゼミ
テーマ／おとりが秘める可能性
　　　　我々の選択はどこまであやふやなのか

　おとりとなる選択肢を混ぜ込んで質問するこ
との効果を、原子力発電再開の是非・政党支持
率の変化・臓器移植に対する関心など、社会性
の強い３分野で実験調査。世論の誘導など危険
な側面も持つおとり効果の有無を検証した。

「ゼミの先生や仲間、後輩など、いろいろな人
に支えられて受賞できたのだと思います」

発
表
内
容
と
コ
メ
ン
ト

３
ゼ
ミ
の

クラブ活動成績

空手道部
全関西大学空手道選手権大会
　男子2部団体優勝　1部昇格

全日本大学空手道選手権大会出場決定

ハンドボール
部

西日本学生ハンドボール選手権大会ベスト8

全日本学生ハンドボール選手権大会出場決定

準硬式野球部
近畿六大学秋季リーグ戦優勝（7勝1敗）

関西選手権出場

陸上競技部 第11回きたろうカップ境港駅伝競走大会
大学の部優勝（2時間9分43秒）

アイス
スケート部

第34回日本学生ショートトラック
スピードスケート選手権大会総合優勝
◎男子 500ｍ　坂本侑馬：3位
　　　　　　　上村翔太：5位
◎男子1000ｍ　坂本侑馬：2位
　　　　　　　上村翔太：5位
◎男子1500ｍ　吉川政志：2位
　　　　　　　真木倫志：8位
◎男子3000ｍ　吉川政志：1位
　　　　　　　真木倫志：5位
◎男子5000ｍリレー
　　　　　　　上村－真木－吉川－坂本：1位

楽

い

思

す

者

德ちゃん亭・せんべい屋さん

チームハットリ
君

Love&Pe
ace!!

優勝
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第
１
回
の
講
師
は
、
評
論
家
の
宮

崎
哲
弥
氏（
京
都
産
業
大
学
客
員
教

授
）で
、
テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
情

報
社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
材
と
教
育

〜
情
報
を
知
識
に
変
換
す
る
！
〜
」。

本
学
経
営
情
報
学
部
の
家
本
修
学
部

長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
形
式
で
行
わ
れ
た
。

　

宮
崎
氏
は
２
０
１
２
年
４
月
か
ら

新
設
さ
れ
る
情
報
社
会
学
部
の
名
称

と
な
っ
て
い
る
「
情
報
社
会
」
に
つ

い
て
、「
人
類
は
洞
窟
な
ど
で
暮
ら
し

て
い
た
時
代
か
ら
、
世
代
や
空
間
を

超
え
て
言
葉
や
思
い
を
伝
え
あ
っ
て

い
た
。
そ
れ
が
情
報
社
会
の
始
ま
り
」

と
話
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、「
近
代
社
会

で
は
国
家
も
一
つ
の
情
報
空
間
。
ま

ず
新
聞
が
国
民
の
情
報
の
核
と
な
り
、

や
が
て
ラ
ジ
オ
か
ら
テ
レ
ビ
、
そ
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
、
よ
り

臨
場
感
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
が
出
現
し

て
政
治
や
社
会
構
造
を
変
え
て
い
っ

た
。
現
在
は
、
従
来
メ
デ
ィ
ア
に
対

す
る
信
頼
性
が
低
下
し
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
含
ん
だ
ネ

ッ
ト
に
よ
る
情
報
空
間
が
で
き
つ
つ

あ
る
。
一
方
で
従
来
メ
デ
ィ
ア
の
よ

う
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
い

な
い
ネ
ッ
ト
情
報
の
真
贋
を
ど
う
確

か
め
る
か
。
基
本
的
な
能
力
の
差
が

問
わ
れ
て
い
る
」
と
情
報
社
会
の
変

遷
や
問
題
点
に
つ
い
て
説
明
。「
日
本

に
お
い
て
も
ネ
ッ
ト
に
よ
る
世
論
形

成
の
影
響
力
が
強
ま
り
、
従
来
メ
デ

ィ
ア
と
補
い
合
う
よ
う
な
多
様
性
を

取
り
込
ん
だ
世
論
形
成
が
進
み
つ
つ

あ
る
」
こ
と
に
期
待
を
示
し
た
。

　

そ
し
て
社
会
学
・
経
済
学
・
情
報

学
を
融
合
し
て
実
践
的
に
学
ぶ
、
新

し
い
情
報
社
会
学
部
に
つ
い
て
、「
大

学
の
人
材
育
成
の
あ
り
方
に
一
石
を

投
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
大
い
に
期

待
し
て
い
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

第
２
回
の
講
師
は
、
メ
デ
ィ
ア
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
津
田
大
介
氏（
早

稲
田
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
コ
ー
ス
非
常
勤
講
師
）

で
、
テ
ー
マ
は
「『
情
報
人
』
に
な

る
！
〜
情
報
に
使
わ
れ
る
の
で
は
な

く
、
使
い
こ
な
せ
！
〜
」。
津
田
氏
は

自
身
の
経
歴
に
つ
い
て
「
本
業
は
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
が
、
独
自
の
情
報

メ
デ
ィ
ア
を
創
る
な
ど
情
報
発
信
を

ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い
る
」
と
紹
介
。

そ
し
て
「
情
報
を
め
ぐ
る
環
境
が
激

変
し
た
。
従
来
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で

は
我
々
は
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
に
過
ぎ
な

か
っ
た
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

は
双
方
が
球
を
投
げ
合
う
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
だ
」
と
前
置
き
。
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
新
し
い
情
報
メ

デ
ィ
ア
に
つ
い
て
、「
速
報
性
や
伝
播

力
の
強
さ
、
共
感
の
生
じ
や
す
さ
、

具
体
的
な
行
動
の
促
進
と
い
っ
た
特

徴
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
接
点

の
無
か
っ
た
人
が
自
然
に
つ
な
が
り

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
起
き
る
」
と
説
明
。

　

そ
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
て
「
情
報
人
」
に
な
る
に
は

「
共
感
性
・
新
規
性
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

性
が
重
要
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
三
つ
の
特
性
を
提
示
で
き
れ
ば
、

本
人
が
無
名
で
も
話
題
に
な
っ
て
い

く
」
と
聴
講
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
。
そ

の
う
え
で
、「
今
後
の
社
会
活
動
で

は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

情
報
発
信
が
鍵
に
な
る
。
活
動
が
効

率
化
し
、
ア
イ
デ
ア
や
物
事
が
実
現

す
る
速
度
が
上
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
革
命
が
起
き

て
い
る
こ
と
を
正
し
く
認
識
し
、
リ

ア
ル
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
道
具
と

し
て
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
積
極
的
に
使

っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　
「
人
間
と
し
て
ど
う
生
き
る
の
か
」

「
人
と
人
の
関
わ
り
を
ど
う
作
り
上
げ

て
い
け
ば
よ
い
の
か
」
を
、
日
常
生

活
の
具
体
的
な
問
題
に
即
し
て
研
究

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
臨
床
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
応
用
倫
理
学
の
分

野
。
私
は
主
に
「
生
と
性
と
死
の
現

場
」
で
直
面
す
る
諸
問
題
を
足
が
か

り
に
、
人
間
の
よ
り
良
い
生
き
方
を

考
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば

「
人
間
ら
し
く
死
ぬ
」
と
は
「
人
間
ら

し
く
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

で
は
「
人
間
ら
し
い
生
と
死
」
と
は

一
体
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。
私
た

ち
が
自
分
の
人
生
を
考
え
る
時
、
老

い
や
死
と
い
う
問
題
を
避
け
て
通
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
近
代
社
会
に

お
い
て
は
、
青
年
期
・
壮
年
期
の
若

く
健
康
な
人
た
ち
の
活
力
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
で
し
た
。
老
化
と
い
う
も
の

か
ら
は
目
を
背
け
、
視
野
を
狭
め
て

歩
ん
で
き
た
の
で
す
。
し
か
し
人
は

確
実
に
老
い
と
死
を
迎
え
ま
す
。
特

に
仕
事
一
筋
で
生
き
て
き
た
男
性
の

場
合
、
定
年
退
職
な
ど
で
老
い
の
問

題
に
直
面
し
た
時
、
そ
の
現
実
を
ど

う
受
け
止
め
て
良
い
か
わ
か
ら
ず
、

そ
れ
が
認
知
症
な
ど
の
発
症
の
背
景

と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
誕
生

か
ら
死
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
全
体
が
人

間
の
人
生
で
す
か
ら
、
若
い
人
も
、

老
い
や
死
を
見
据
え
た
視
点
で
自
分

の
生
き
方
を
ト
ー
タ
ル
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
専
門
で
あ
る
こ
の
応
用
倫
理

学
は
哲
学
の
一
領
域
で
す
。
か
つ
て

の
哲
学
は
著
名
な
哲
学
者
や
哲
学
史

の
研
究
が
主
流
で
、
普
通
の
人
の
日

常
生
活
と
重
な
り
合
う
部
分
は
殆
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
学
園

紛
争
な
ど
に
始
ま
る
激
動
の
時
代
を

経
て
、
哲
学
も
現
実
の
社
会
と
の
接

点
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
社
会

の
矛
盾
や
人
生
の
問
題
解
決
に
力
を

尽
く
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
私
も
１
９
８
６
年
に
、

本
学
名
誉
教
授
の
山
本
晴
義
先
生
や

特
任
教
授
の
田
畑
稔
先
生
ら
と
共
に

「
大
阪
哲
学
学
校
」
を
立
ち
上
げ
、
自

分
た
ち
の
研
究
成
果
と
生
活
の
現
場

を
結
び
つ
け
る
活
動
を
四
半
世
紀
に

わ
た
り
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
マ
イ
ケ

ル
・
サ
ン
デ
ル
の
正
義
論
講
義
が
大

き
な
話
題
と
な
っ
た
よ
う
に
、
人
生

や
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
哲
学
的
・

倫
理
学
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
人
は

日
本
に
お
い
て
も
増
え
て
い
ま
す
。

世
界
で
起
き
て
い
る
諸
問
題
や
私
た

ち
の
生
き
方
を
、
善
さ
や
正
し
さ
と

い
う
価
値
の
視
点
か
ら
も
深
く
捉
え

直
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
、
今
の
ま
ま
で
は
人
類
の
未
来
を

語
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
危
機
意
識
を
持
つ
人
が
増
え
て
き

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
私
は
未
来
を

担
う
若
い
人
た
ち
に
、
も
し
自
分
が

問
題
の
当
事
者
に
な
っ
た
時
ど
う
行

動
す
る
の
か
、
そ
の
時
点
や
状
況
に

お
い
て
何
が
よ
り
良
い
選
択
な
の
か

を
判
断
で
き
る
よ
う
、
知
的
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
ん
で
欲
し
い
。
哲
学
の

中
に
で
き
合
い
の
答
え
が
あ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
も
学
び

共
に
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
学
生
た

ち
が
解
決
を
誰
か
に
丸
投
げ
す
る
こ

と
な
く
自
ら
考
え
て
生
き
て
い
け
る

よ
う
手
助
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
り
良
い
生
き
方
、
共
に
考
え
る

世
論
形
成

強
ま
る
ネ
ッ
ト
の
影
響
力

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で

リ
ア
ル
充
実
さ
せ
よ
う

人
間
科
学
部
准
教
授　

平
等
文
博

人
間
の
探
究
と
共
生
の
倫
理

宮崎哲弥氏
（京都産業大学客員教授）

津田大介氏
早稲田大学大学院政治学研究科
ジャーナリズムコース非常勤講師（ ）

情報とどう付き合う？
ー独自の視点で講演ー

　創立80周年記念　秋季特別・情報社会学部開設記念講演会

　情報社会学部開設記念講演会を兼ねた創立８０周年記念
秋季特別講演会が、第１回は１１月８日、 第２回は１１月１８日
午後４時半～６時、それぞれＡ館フレアホール、Ｄ館３６
教室で行われた。今回のテーマは「情報」。現代社会にあ
ふれる「情報」というものの原点を見つめ直し、それを
どう収集・分析して自らの行動に活かし、物事を進めて
いけばよいのか。テレビやネットなどのメディアでも活
躍する二人の講師が、独自の視点で講演した。

第1回

第2回
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出
場
者
を
激
励
す
る
德
永
学
長

第
５
回
黒
正
杯
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

練
習
の
成
果
、

流
暢
な
日
本
語
披
露最優秀賞は周伝人さん最優秀賞は周伝人さん

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
先
立
ち
、

德
永
光
俊
学
長
が
「
学
ん
で

　

第
５
回
黒
正
杯
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
１１

月
１９
日
午
後
２
時
半
〜
４
時
、
Ｂ
館
３２
教
室
で
開
催
さ

れ
た
。
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
８
名
の
中
国
・
台
湾

人
留
学
生
が
参
加
。
時
事
的
な
テ
ー
マ
を
選
び
、
内
容

を
練
り
上
げ
、
練
習
を
重
ね
た
成
果
を
流
暢
な
日
本
語

で
披
露
し
た
。

き
た
日
本
語
の
力
を
発
揮
し

て
ほ
し
い
。
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
。
続
い
て
審

査
員
委
員
長
の
田
中
邦
夫
教

授（
人
間
科
学
部
）と
、
審
査

委
員
の
閻
立
准
教
授（
国
際
交

流
委
員
長
／
経
済
学
部
）、
崎

田
洋
一
事
務
局
次
長
が
紹
介

さ
れ
た
。
そ
し
て
審
査
委
員

長
の
田
中
教
授
が
「
日
本
語

の
流
暢
さ
や
発
音
を
含
む
話

し
方
」「
テ
ー
マ
の
選
択
や
構

成
な
ど
の
内
容
」
と
い
っ
た

五
つ
の
評
価
基
準（
２０
点
満

点
）を
説
明
。
続
い
て
紹
介
さ

れ
た
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
の
山

本
晃
平
さ
ん（
Ｍ
Ｃ
／
経
営
情

報
学
部
３
年
）、
妻
鳥
美
保
さ

ん（
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
／
経
済

学
部
３
年
）が
制
限
時
間（
３

もう少し待てば、 
桜が咲く

　大震災を経た今年の桜
は以前よりきれいだと感
じられて感動した。３月
１１日以降、被災地より遠
く離れた大阪に居ても不
安でいっぱいだったが、
両親のアドバイスもあり、
「万が一の時には日本の
人々が助けてくれる」と
信じていた。東日本大震
災で日本人は団結心と心
の強さを世界に示した。
人も国も傷が多いほど強
くなれる。来年の桜は今
年より、もっと美しく咲
くことだろう。

クリックの光と影

　インターネットの世界
では、クリックという簡
単な操作で資料が見つか
り、世界の情勢を把握す
るなどさまざまなことが
できる。一方でネットに
よるいじめ事件なども多
く報道され、ネット中毒
という深刻な精神的・健
康的問題もある。しかし
親が子どもと一緒にネッ
トを使いながらマナーな
どを教えれば、ネットの
光の部分を広げて本来の
価値を生かせるようにな
るのではないか。

黄
姿
媛
さ
ん

陳
聖
輝
さ
ん

闫
九
龄
さ
ん

丁
小
桐
さ
ん

王
帆
さ
ん

肖
鎮
峰
さ
ん

コ
ウ・シ
エ
ン

チ
ン
・
セ
イ
キ

シ
ュ
ウ
・
デ
ン
ニ
ン

カ
・
ホ
ウ

詩吟教室から
もらったプレゼント
　日本語を習得する難し
さを感じていた時に詩吟
教室のポスターが目に入
り、日本文化や日本人の
考え方を理解できるので
はないかと思い入会した。
多様な年齢の人たちが熱
心にまじめに練習する姿
に感動すると共に、教室
で多くの事を学んだ。日
本語に対する自信もつい
た。テレビ、インターネ
ットなど日本語を学ぶ方
法はいろいろある。自分
に合った方法を見つけて
楽しく学ぼう。

なぜ中国は
原発が必要なのか
　日本でも世界でも原発
への批判が高まるなか、
中国では原子力発電を推
進する方針を変えていな
い。現在１３基の原発が稼
働中だが、さらに２８基の
建設工事が進められてい
る。中国が原発のさらな
る開発を急ぐのは、急激
な経済成長による深刻な
エネルギー問題があるか
ら。原子力発電はエネル
ギーの安定供給・地球温
暖化対策の面で優れてい
る。中国には原発が必要
だと考える。

　東日本大震災では大阪
でも大きな揺れがあり、
不安と恐怖を感じた。テ
レビが映し出す悲惨な光
景に精神的ダメージを受
けた。しかし当時の映像
は冷静さを失わない日本
人の姿を世界に伝え、困
難な時に助け合う精神や
心の強さを世界が賞賛し
た。日本は冬になりさら
に寒くなるが、東北の人
たちはきっと、日本人が
大好きな桜と同じように、
冬を越えて花を咲かせる
と信じている。

繊細美……日本

　京都の金閣寺に遊びに
行った。日本文化を体現
したような繊細な造りの
建物と風景に心酔した。
この精巧さこそが日本の
文化や芸術の大きな特徴。
日本で科学技術が発達し
ているのも、国宝と言わ
れる職人が多く存在する
のも、細かい事にこだわ
りを持つ魂があるから。
先進技術の探求に疲れた
人は、このような繊細な
美を追ってみることで心
が癒やされ新たな力が湧
くのではないか。

周
伝
人
さ
ん

何
鵬
さ
ん

　「ギャル語」を初めて知
ったのは高校時代。日本
人の先輩に「KY」と言わ
れたことがきっかけ。先
日もバイト先の女の子に
「おっさん」と言われて怒
ると、「お疲れさん」の意
味だという。ギャル語に
は批判もあるが、どの国
や時代にも若者文化があ
り、それは若者の個性。
私たち留学生も若者の一
員。正しい日本語だけで
なく、教科書にない若者
らしい日本語も知ってお
きたい。

若者言葉

エ
ン
・
ジ
ュ
ウ
リ
ン

テ
イ
・
シ
ョ
ウ
ト
ウ

オ
ウ
・
ハ
ン

シ
ョ
ウ
・
チ
ン
ホ
ウ

　お気に入りの本の魅力を口頭で5分間で紹介し、どの本が一番読
みたくなったかを決める「ビブリオ・バトル（知的書評合戦）」が
11月11日に図書館で開催されました。
　「ビブリオ」は書物を意味します。ゲーム感覚を取り入れた全く
新しいスタイルの書評合戦です。ルールは次の通りです。

　優勝（チャンプ本）は、「人間機械論」（ド・ラ・メトリ著）を紹介し
た丹羽淳貴さん（経営情報学部３年）でした。ビブリオ・バトルは本
学で初めての試みでしたが、学生スタッフや観客としてご参加して
いただいた方々のご協力により、無事終了することができました。

発表書籍
紹介書籍 著　者 発表者 学部・学年

砂漠 伊坂幸太郎 夏山千智 経済学部3年

池袋ウエストゲートパーク 石田衣良 古川香織 人間科学部2年

永遠の０ 百田尚樹 今井敏弘 経済学部3年

大衆の反逆 オルテガ・イ・ガセット 形田照章 経営学部3年

学問のすすめ現代語訳 斎藤孝訳 森田竜士 経済学部3年

星を継ぐもの ジェームス・P・ホーガン 仲宗根啓晋 経済学部3年

人間機械論 ド・ラ・メトリ 丹羽淳貴 経営情報学部3年

知ビ
ブ
リ
オ
・
バ
ト
ル

的
書
評
合
戦
開
催

初
代
王
者
は
丹
羽
淳
貴
さ
ん

チャンプ本

初代王者となった丹羽淳貴さん

①発表者はそれぞれお気に入りの本を見つけその本を読ん
で集まります。
②順番に読んだ本について、1人5分程度で紹介します。
自分の言葉で本の面白さを伝えます。
③発表終了後は、他の発表者や観客から質問を受け、本の
内容について理解を深めます。
④最後に「どの本が一番読んでみたくなったか」の多数決
を行い、「チャンプ本」を決定します。

分
）な
ど
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
８
名
の
演
者
が

多
様
な
テ
ー
マ
で
、
自
身
の

体
験
に
基
づ
く
優
れ
た
日
本

語
ス
ピ
ー
チ
を
展
開
。
審
査

の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
周

伝
人（
シ
ュ
ウ
・
デ
ン
ニ
ン
）

さ
ん
、
優
秀
賞
に
は
黄
姿
媛

（
コ
ウ
・
シ
エ
ン
）さ
ん
、
敢

闘
賞
に
は
闫
九
龄（
エ
ン
・

ジ
ュ
ウ
リ
ン
）さ
ん
が
選
ば
れ

た
。
受
賞
者
に
は
草
薙
信
照

副
学
長
が
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
表

彰
状
、
副
賞（
図
書
券
）を
授

与
。
草
薙
副
学
長
は
「
日
本

人
が
感
動
す
る
よ
う
な
日
本

語
の
ス
ピ
ー
チ
を
あ
り
が
と

う
」
と
演
者
全
員
を
ね
ぎ
ら

っ
た
。
ま
た
審
査
委
員
長
の

田
中
教
授
は
、「
甲
乙
付
け
が

た
く
審
査
に
苦
労
し
た
。
非

常
に
良
か
っ
た
」
と
賞
賛
し

な
が
ら
一
人
ひ
と
り
の
ス
ピ

ー
チ
を
講
評
。「
こ
れ
を
機
に

日
本
語
・
日
本
文
化
・
社
会

経
済
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
勉

強
し
て
ほ
し
い
」
と
語
り
か

け
た
。
そ
し
て
閻
立
准
教
授

が
「
外
国
語
の
習
得
は
難
し

く
、
日
々
の
努
力
が
欠
か
せ

な
い
。
今
後
の
さ
ら
な
る
勉

強
と
活
躍
を
祈
る
。
来
年
度

は
も
っ
と
多
く
の
学
生
が
参

加
す
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
挨
拶
し
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
は
閉
会
し
た
。

　留学生活は楽しいこと
ばかりではなかった。人
生で初めてのアルバイト
では行動が遅いなどと先
輩たちに叱られ、心に打
撃を受けた。しかし日本
人の先生に言われた「ダ
メだと思った時こそ、も
う少し頑張れ」という言
葉を思い出し、心機一転、
自主的に仕事に取り組ん
だことで仕事を楽しめる
ようになった。試練に立
ち向かわないと成長でき
ず、新しい自分を作れな
いことがわかった。

自分の限界を
超えよう！！！

感動された
日本の強さ

スピーチ概略

（
左
か
ら
）敢
闘
賞
の
闫
九
龄
さ
ん
、
最
優
秀
賞
の
周
伝
人
さ
ん
、
優
秀
賞
の
黄
姿
媛
さ
ん
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2012年度一般入試

　

今
回
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全

国
４
４
４
校
の
高
校
が
参
加
。
２
万

８
６
８
４
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
プ
リ

３
点
、
学
生
審
査
員
賞
１
点
、
金
賞

８
点
、
銀
賞
６５
点
、
奨
励
賞
７４
点
が

選
定
さ
れ
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
つ
い

て
は
、「
世
の
中
の
出
来
事
か
ら
考
え

る
未
来
」
部
門
に
今
年
度
は
該
当
作

品
が
な
く
、「
今
ま
で
の
自
分
、
こ
れ

か
ら
の
自
分
」
部
門
で
、
北
村
聖
良

さ
ん（
星
翔
高
等
学
校
／
大
阪
府
）の

「
笑
っ
て
、
笑
っ
て
」
と
、
國
澤
優
花

さ
ん（
土
佐
塾
高
等
学
校
／
高
知
県
）

の
「
反
抗
期
の
ス
ス
メ
」
が
、「
今
、

こ
れ
だ
け
は
言
い
た
い
！
」
部
門
で

は
、
住
田
新
太
郎
さ
ん（
愛
媛
県
立
松

山
西
中
等
教
育
学
校
／
愛
媛
県
）の

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
い
な
り
ず
し
」
が
選

ば
れ
た
。
ま
た
本
学
学
生
に
よ
る
学

生
審
査
員
賞
と
し
て
、「
世
の
中
の
出

来
事
か
ら
考
え
る
未
来
」
部
門
の
田

原
彰
二
さ
ん（
宮
崎
県
立
佐
土
原
高
等

学
校
／
宮
崎
県
）が
選
ば
れ
た
。

　

第
１
部
の
表
彰
式
で
は
、
德
永
光

俊
学
長
が
「
読
売
新
聞
に
今
回
の
受

賞
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
後
、
読
者
か

ら
多
く
の
反
響
が
あ
っ
た
。
皆
さ
ん

の
中
の
感
動
の
種
が
、
そ
れ
を
書
く

こ
と
で
芽
吹
い
て
花
開
き
、
全
国
の

人
に
生
き
る
力
を
与
え
て
い
る
。
そ

後　

期

前　

期

A方式（2教科）入試
■出願期間
　2012年1月5日（木）～1月20日（金） 
　締切日消印有効
　1月21日（土）持参受付（本学）
■試験日
　2012年1月30日（月）、1月31日（火）、2月1日（水） 
　試験日自由選択制
■合格者発表
　2012年2月15日（水）
■試験地
　大阪（本学・大阪南）、京都、奈良、和歌山、岡山、高松、
　金沢、米子（30、31日のみ）、松山（30、31日のみ）、
　福岡（30、31日のみ）

B方式入試
■出願期間
　2012年1月5日（木）～1月26日（木） 
　締切日消印有効
　1月27日（金）持参受付（本学）
■試験日
　2012年2月6日（月）、2月7日（火）
　試験日自由選択制
■合格者発表
　2012年2月15日（水）
■試験地
　大阪（本学・大阪南）、京都、神戸、岡山、高松

C方式入試（大学入試センター試験利用）
■出願期間
　2012年1月5日（木）～1月26日（木）
　締切日消印有効
　1月27日（金）持参受付（本学）
■試験日
　2012年1月14日（土）、1月15日（日）　
　※本学の個別学力検査はありません。
■合格者発表
　2012年2月15日（水）

D方式入試
■出願期間
　2012年2月16日（木）～2月27日（月） 締切日消印有効
　2月28日（火）持参受付（本学）
　※異なる2学科の併願が可能

■試験日
　2012年3月5日（月）
■合格者発表
　2012年3月10日（土）
■試験地
　大阪（本学）、京都、奈良、岡山

全
国　

校
参
加　

グ
ラ
ン
プ
リ
は
３
点

444

感動の種

北村聖良さん
（星翔高等学校／大阪府）
　高校に入って家族を大切に思う気
持ちが強くなりました。思っている
ことを文章にするのは難しかったの
で、グランプリと聞いて驚きました。
母も泣いて喜んでくれました。

國澤優花さん
（土佐塾高等学校／高知県）
　原稿用紙に向かうと勝手に手が動
いて、流れるように書き上げること
ができました。書いて自分を表現す
ることは好きなので、グランプリの
受賞は自信になりました。

住田新太郎さん
（愛媛県立松山西中等教育学校／愛媛県）
　今の社会では、人と人のつながり
や高齢者との関わりが大事だと思う
ので、それを伝えたいと思いました。
読む人に、自分の言いたいことが伝
わって良かったです。

田原彰二さん
（宮崎県立佐土原高等学校／宮崎県）
　社会的なことに興味があり新聞も
よく読みます。実際に体験したこと
なのでサラサラ書けました。作文に
は苦手意識がありましたが、少し自
信が付きました。

グランプリ
学生審査員賞
受賞者ひとこと

表 彰 式

第11回高校生フォーラム

　歳からの
メッセージ
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生きる力 に

の
感
動
を
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
中
で

育
て
、
周
囲
の
人
に
も
伝
え
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
審
査
に
あ
た
っ
た
読
売

新
聞
大
阪
本
社
の
本
多
宏
氏（
論
説
・

調
査
研
究
室
長
）が
、「
審
査
の
た
め

ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
け
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
が
、
ど
の
受
賞
作
品
も
賞
の
種

類
が
異
な
る
だ
け
で
、
書
か
れ
て
い

る
内
容
の
価
値
は
同
じ
。
素
晴
ら
し

い
作
品
が
多
か
っ
た
」
と
全
体
を
総

評
し
、
個
々
の
受
賞
作
品
に
つ
い
て

も
、
そ
の
視
点
や
個
性
的
な
表
現
な

ど
を
賞
賛
し
た
。
そ
し
て
表
彰
式
に

参
列
し
た
グ
ラ
ン
プ
リ
・
金
賞
・
銀

賞
・
学
生
審
査
員
賞
の
受
賞
者
に
、

德
永
学
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

た
。

書
く
喜
び
を
大
切
に

　

第
２
部
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
ま

ず
本
学
の
勝
田
泰
久
理
事
長
が
挨
拶
。

「
今
年
で
１１
回
目
を
迎
え
約
３０
万
人
の

高
校
生
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
書
く
喜
び
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
高
校
の
後
輩
た
ち
に
Ｐ
Ｒ
し
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
に
よ
る
乾
杯
の
後
、
会
場
で
は
、

受
賞
し
た
高
校
生
同
士
や
、
付
き
添

い
の
保
護
者
・
教
諭
が
和
や
か
に
談

笑
す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る

な
ど
、
に
ぎ
や
か
な
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
い
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
の
最
後
は
、
審
査
委

員
長
を
務
め
た
柏
木
正
教
授（
経
営
情

報
学
部
）が
「
今
回
は
原
発
に
絡
ん
だ

作
品
も
多
か
っ
た
。
日
常
の
生
活
と

世
の
中
の
出
来
事
を
重
ね
て
、
そ
れ

を
言
葉
で
表
現
す
る
と
い
う
難
題
に

挑
戦
し
た
作
品
が
多
か
っ
た
と
思
う
」

と
講
評
を
兼
ね
た
閉
会
の
挨
拶
を
行

い
締
め
く
く
っ
た
。

　

第
１１
回
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
１７
歳
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
表
彰

式
が
１１
月
５
日
、
学
生
会
館
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

晴れやかな笑顔を見せる受賞者ら

表彰式で挨拶する德永学長

右
か
ら
北
村
さ
ん
、
國
澤
さ
ん
、
住
田
さ
ん

表彰状を受け取る國澤さん（右）

講評を述べる柏木教授

※詳細は本学WEB、入試要項にてご確認ください。
問い合わせは本学入試部まで。




